
渥美半島学生ビジネスコンテスト

地域創生は君たちが主役だ！！

渥美商工会観光部会
田原市

平成29年8月

渥美半島学生観光ビジネスコンテスト参加者向け説明資料

説明会式辞

Ø 開会挨拶 コンテストの目的について
Ø 関係者挨拶
Ø 田原市について
Ø 渥美半島の観光について
Ø コンテスト応募方法説明
Ø 参考講演：地域ビジネスのポイント
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渥美半島ビジネスコンテストの目的について

愛知県立福江高等学校に平成31年観光ビジネスコーススタート

東三河地域の振興と地域経営人材つくりとして

渥美半島の観光ビジネス事業者へのビジネスヒントへ

次世代を担う
生徒・学生の学習機会提供

と
次世代に続く地域経営人材つくり

渥美半島学生ビジネスコンテスト スケジュール
8月2日(水) 現地説明会 募集開始
8月7日(月) 東京参加者ワークショップ

8月中 作成支援相談

8月28日(月) 現地視察会勉強会
（応募学生・関係者現地体験泊）

9月8日(金) 締め切り
9月中 事業発表会（予定） 表彰式



地域の抱える課題について

愛知県田原市について

地域の抱える課題について

渥美半島観光ビジネスの現状



応募方法

ü 提案書は、自由です。

ü できれば提案の内容を、
「地域づくりプロジェクトシート」
に概要を記入してください。

ü 9月8日（金）シートメール必着
説明資料は電子データにて

応募方法

世界標準の指定フォーマットで応募
も可能です。
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地域づくりプロジェクトシートについて

C b

S
2- 0 b

8

新規事業作りはプロジェクトマネージメントを知ること
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新規事業作りはプロジェクトマネージメントを知ること
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新規事業作りはプロジェクトマネージメントを知ること
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新規事業作りはプロジェクトマネージメントを知ること
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新規事業作りはプロジェクトマネージメントを知ること
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記入方法：提案内容を応募用紙（PDM）にまとめ
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記入例：プロジェクト評価は地域への貢献です
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渥美半島学生ビジネスコンテスト

地域の未来は君たちが主役だ！！

地域創生プラットフォーム 登録専門家
総務省 地域力創造アドバイザー

塚田佳満

平成29年8月

渥美半島学生観光ビジネスコンテスト参加者向け説明会：ワークショップ資料

自己紹介：地方企業支援で26年。地域活性化に取り組み
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地域創生プラットフォーム
登録専門家 塚田 佳満

https://rrpf.jp Email:tsukada@rrpf.jp

• ダイレクトマーケティング （B2B、B2C、B2B2C）
• データ駆動型マーケティング（ビックデータ活用）

→経験を生かして地方の活性化にチャレンジ
• 総務省：（ふるさと財団）地域再生マネージャー
• 地方創生専門家コンソーシアムメンバー
• （一社）日本特産品促進協会 理事

→日本商品を海外へ
• 総務省：地域力創造アドバイザー
• 座右の銘は「屈辱は力だ！」
• 好きな言葉「我逢人」（がほうじん）



渥美半島ビジネスコンテスト

地域つくりの基本知識
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地方創生とは
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地方創生 実は深刻

石破地方創生大臣講演資料より

地方創生 実は深刻

出典：石破地方創生大臣 地方創生の推進について平成27年1月9日 資料３
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouginoba/h26/dai3/siryou3.pdf

参考：平成23年合計特殊出生率1.39
「期間」合計特殊出生率：ある期間（１年間）の出生状況に着目したもので、その年
における各年齢（15～49歳）の女性の出生率を合計したもの。



地方創生 実は深刻

出典：石破地方創生大臣 地方創生の推進について平成27年1月9日 資料３
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouginoba/h26/dai3/siryou3.pdf

参考：平成23年合計特殊出生率1.39

支援人材：総務省地域力創造アドバイザー
地域独自の魅力や価値の向上の取組を支援する民間専
門家や先進市町村で活躍している職員（課）を「外
部専門家（地域力創造アドバイザー）」としてデー
タベース（地域人材ネット）に登録。

平成29年7月1日現在、民間
専門家 （324名）、先進市
町村で活躍している職員
（16名）組織（7）を登録。
計347名・組織
（http://www.soumu.go.j
p/ganbaru/jinzai/index.ht
ml）



(

•地域作りの専門家ネットワーク
•600超の個人団体ネットワーク
•GGAP/HACCP/PCM専門プロジェクトチーム

地域支援団体（相談先、専門家）

地域支援団体（自治体への助成団体）

)

地域総合整備財団（ふるさと財団）は、地域における民間能力の活用、
民間部門の支援策として考え出され、昭和63年12月21日、自治大臣
(現: 総務大臣)及び大蔵大臣(現: 財務大臣)の許可を得て、都道府県、政
令指定都市の出捐による財団法人として発足しました。

C C
新・地域再生マネージャ事業では、市区町村が地域再生に取り組もう
とする際の課題への対応について、その課題解決に必要な知識、ノウ
ハウ等を有する地域再生マネージャー等の外部の専門的人材を活用で
きるよう必要な経費の一部を支援するものです。



地方振興 成功理論：2軸４象限

出典：地域整備総合財団平成２７年度「新・地域再生マネージャー事業」手引きP６

7
機密性○ 

ゆず加工品で年商30億円 
・人口1000人弱の山村。 
・林業が衰退する中、農協の組合長が中心となり、
ゆず加工品を開発。 
・テレビCM（村が半額補助）で、村の知名度も上
がり、年商30億円、雇用100人創出 

有名デザイナーと組んで産地ブランド化 

・安価な海外製品との競争で産地は疲弊。 
・工業組合がデザイナー佐藤可士和をディレクター
に起用し、国内外にPRし、ブランド化に成功。 
・最近では、「今治タオル」の工房館で産業観光。 

佐藤可士和のデザインしたロゴマーク 

※今治のタオルメーカーは現在約120社、従業員数は約2,500人 

市がワイン普及を支援、観光にも利用 

・国、県、市の支援の下、組合、事業者が「甲州ワ
イン」のブランド化に取り組み、海外展開を実現。 
・市は「原産地呼称ワイン認証制度」や「ワイン原
料用甲州種ぶどう栽培奨励補助金」などで支援。 
・ワインをテーマとした観光商品にも展開。 

 ブドウ踏み体験 

大手百貨店への販売で高級栗ブランド化 

ゆずドリンク 
「ごっくん馬路村」 

（高知県馬路村） 

←渋皮煮5粒入りを1万円 
 で販売 
 
 「ななつ星」のスイーツと 
 しても採用        → 

多様な関係者が連携し、地域資源を活かして地域ブランド化を図り、地域活性化に取り組んでいる事例 

「亀田の柿の種」 テレビCMで 
村も有名に 

（愛媛県今治市） 

  （山梨県甲州市） 

ゴール後にワインが提供される 
「甲州フルーツマラソン大会」 

  （熊本県山江村） 

・リーマンショックで会社を整理した若手経営者が山
江利平栗の再ブランド化を目指して創業。 
・高級路線を打ち出し、東京の百貨店や有名レストラ
ンにも販売。JR九州の「ななつ星」にも採用。 
・山江利平栗の単価も250円/kgから620円/kgに上昇。 

 「ふるさと名物」による地域活性化の事例 

ゆず 

甲州ワイン 

C C



高知県安芸郡馬路村
人口 899人 429世帯
【平成29年5月31日現在】
高知空港から車で2時間

地域で産業化を進めた高知馬路村

馬路村風景・ゆずの森工場全景



馬路村のゆず 収穫期は１１月の1ヶ月間

馬路村のイメージイラスト。地元高知のイラストレーター田上(たのうえ)泰昭氏の画

「ふるさと名物」事例 高知馬路村の通信販売



受注センター

発送センター

研修風景



地方創生３つの視点と４つの目標

C C

地方創生７つの支援策

地域住民生活等緊急支援のための交付金の活用について 
「まち・ひと・しごと創生本部」が、平成26年度補正予算案において、2種類の交付金を措置しています。 
例えば、下記メニューなど、中小企業・小規模事業者や商店街が必要とする支援に活用することもでき 
ます。 

①地域の商店街における消費を喚起するための支援策 
 商店街がプレミアム商品券の発行等に活用。 
 

②地域の名物商品・観光資源の消費を喚起・拡大するための支援策 
 域内の商品・サービス（ふるさと名物など）を購入する際の商品券のプレミアム（上乗せ）分を助成
することで消費を喚起し、域内需要の掘り起こしに活用。 
 

 

地方公共団体が実施する、地域における消費喚起策やこれに直接効果を有する生活支援策
に対し、国が支援。 

地域消費喚起・生活支援型（2,500億円） 

③域外から「稼ぐ力」を強化する、新たな販路を開拓するための支援策 
 首都圏等の大消費地に各地域の産品を販売するアンテナショップの整備、展示会やマッチングイベ
ントの開催、海外からバイヤーを招聘した商談会の開催等に活用。 
 

④商店街の空き店舗を活用するための支援策 
 商店街が、空き店舗を活用した創業支援施設の整備、地元産品等を扱うアンテナショップの設置、
外国人対応のための決済システム設置等に活用。 
 

⑤域内に「稼ぐ力」を創出するための支援策 
 地域創業サポートセンターの設置や地域創業者ネットワークの構築、インキュベーション施設やコ
ワーキングスペース等の整備など、幅広い創業促進策メニューの実施に活用。 
 

⑥地域が必要とする人材の呼び戻しや育成をするための支援策 
 地域中小企業・小規模事業者が都市部の若年人材を受け入れるインターンシップ事業を実施し、
地域事業者の魅力を発信し、理解度アップを図る。事業に参加する若手人材や中小企業者への助成

措置等に活用。 
 

⑦地域を支える中核的な企業の取組を促進するための支援策 
 地域の中小企業が国内外での新市場の獲得に向けて行う試作品・サービス開発や高付加価値も
のづくり分野における新たな受注獲得に向けた技術開発・実証実験の支援に活用。 

 

地方公共団体が実施する地方版総合戦略の早期かつ有効な策定と、これに関する優良施策
等の実施に対し、国が支援。 

地方創生先行型（1,700億円） 

③域外から「稼ぐ力」を強化する、新たな販路を開拓するため

④商店街の空き店舗を活用するため

⑤域内に「稼ぐ力」を創出するため

⑥地域が必要とする人材の呼び起こしや育成をするため

⑦地域を支える中核的な企業の取り組みを促進するため

②地域の名物商品・観光資源の消費を喚起・拡大するため

①地域の商店街における消費を喚起するため



地方創生本部 地方消費喚起の方策

n b )

地方創生の消費喚起に向けた「３本の矢」

n H )



地方創生と教育の関係性参考資料

) 1 C
S H

a

五所川原農林高校での顧客フォローアップ研修授業

) (



地方創生は高校との地域連携が話題

•平成2７年6月20日第２回魅力化による高校の生き残りと地域活性化
（公財：地域活性化センター）事務局を入れ60人を超える盛況。熱い
議論が行われる。（地域再生マネージャー斉藤氏報告）

•日本地域政策学会7月11日明治大学生田キャンパス「人口減少時代の
地域力創造と地域政策」高校など地域の学校の地方創生

•高校の魅力化と地域づくりが直結するような取り組み例
「五所川原農林高校での6次産業化推進協議会」

•石破前大臣は「教育を使った地域の創生に、国としてどのような支援
が可能か、新型交付金などで地域の創意工夫が生きるような対応をし
たい」

高校魅力化と地域づくりが直結するような取り組み例

• 島根県邑南町 島根県立矢上高校の魅力化事業
従来から邑南町職員が高校の職員室に常駐し，
教職員ではできない仕事を実施。

• 27年度 「魅力化推進センター」として，組織的に行動。
• また，町内関係者を中心として，「魅力化推進本部」を設置し，本部会議
を定期的に開催して，外部の意見が常に入るように工夫。
• 島根大学との連携も強化予定。

（島根大学教育学部共生社会教育講座 地理学担当：本部会議議長作野広和氏報告）

地方創生は高校との地域連携が話題



渥美半島学生ビジネスコンテストの上位目標
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参考 外国人の「JAPANブランド」ってなに？

◇日本独自の文化の評価、ますます高まる
"優れている日本の物事"のトップは、前年に続き
「日本のロボット工学」「日本食」「アニメ・漫画」
もトップ3にランクイン

45

電通、「ジャパンブランド調査2016」を実施調査レポートPDF（345KB）2016年7月26日
20カ国・地域＝中国（北京、上海）、香港、韓国、台湾、インド、シンガポール、タイ、インドネシア、マ
レーシア、ベトナム、フィリピン、オーストラリア、アメリカ、カナダ、ブラジル、イギリス、フランス、ド
イツ、イタリア、ロシア

◇地方ブームがますます加速
「桜」「ローカルフード」「祭り」「島」など
体験したいことも多様化

◇日本の世界遺産で最も“認知”が高いのは「原爆ドーム」
"訪問意向"では「富士山」がトップ


